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仙 台 北 部
道路

 仙台北部道路は、三陸沿岸道路と東北自動車道を結ぶ、総延⾧13.5kmの自動車専用道路です。
 また、仙台都市圏高速環状ネットワーク（ぐるっ都・仙台）の北側の東西区間を形成しています。
 2013年12月22日の富谷JCT～富谷IC間の開通により、仙台北部道路が全線開通となりました。

 仙台北部道路は、三陸沿岸道路と東北自動車道を結ぶ、総延⾧13.5kmの自動車専用道路です。
 また、仙台都市圏高速環状ネットワーク（ぐるっ都・仙台）の北側の東西区間を形成しています。
 2013年12月22日の富谷JCT～富谷IC間の開通により、仙台北部道路が全線開通となりました。
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仙台都市圏高速環状ネットワークの概要
■概要

「ぐるっ都・仙台」は、仙台都心部を
囲むようなリング状に形成された自
動車専用道路の愛称です。

2010年3月27日に、仙台北部道
路における利府しらかし台IC～富
谷JCT間が開通したことに伴い、三
陸沿岸道路と東北自動車道がつな
がり、全周約60kmの自動車専用
道路からなる仙台都市圏高速環
状ネットワーク（ぐるっ都・仙台）
が完成しました。

都市圏高速環状ネットワークとして
は、全国の政令指定都市で初めて
の全線開通となります。
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１
仙台北部道路の

あゆみ

仙台北部道路の
開通と交通量の変化

仙台北部道路の
開通と交通量の変化

 仙台北部道路は、沿線に住宅地や商業施設等が立地し、湾岸部に仙台塩釜港・仙台空港を
有する東西方向の自動車専用道路として、重要なネットワークを形成しています。

 2022年には累計交通量が約7,100万台となり、多くのお客様にご利用いただいています。
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■仙台北部道路の通行台数の経年推移

109

285

563

514
593

387 595

3,068

5,995

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

200

400

600

800

2006 2010 2015 2020 2022

通行台数

累計通行台数
(万台)(万台)

利府しらかし台IC～富谷JCT開通
2010年

富谷JCT～富谷IC開通
2013年

仙台北部道路 全線開通（2013年12月22日）

出典:NEXCO東日本調べ

利府JCT～富谷IC間の走行台キロを開通延⾧で除して集計

宮城県総合運動公園
グランディ・21

三井アウトレット
パーク仙台港

仙台塩釜港

■仙台北部道路による所要時間変化

67分

16分

0

50

100

H11
（整備なし：一般道）

R3
（全線整備後：仙台北部道路）

(分)

整備前（1999年） 全線整備後（2021年）
出典:全国道路・街路交通情勢調査（1999年、2021年）

混雑時旅行速度

泉パークタウン工業流通団地入口～国道45号八幡小学校入口間

所要時間が
51分短縮
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■仙台北部道路のあゆみ
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企業活動を支援する
仙台北部道路

企業活動を支援する
仙台北部道路

■仙台北部道路周辺の大型物流施設立地状況

■利府しらかし台ICから近接ICへの所要時間

（分）

２
仙台北部道路の
整備効果

多方面へのアクセス性が向上

周辺物流施設開発企業の声

出典:2023年企業ヒアリング調査

▼仙台北部道路沿線の企業立地状況
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物流施設（2010年以降立地※1）
工業団地（現況）

仙台北部道路沿線に
新規企業や物流施設の立地

 仙台北部道路の沿線は、工業団地が複数立地する中で、全線開通により利府しらかし台ICから
仙台港北IC間の所要時間が半分以下に短縮するなど各方面へのアクセス性が向上し、企業や
物流施設の立地が進展しました。

 仙台北部道路は、各地へのアクセス性や内陸部～沿岸部への時間信頼性の向上により、東北
の重要な物流拠点の集積地として大型物流施設の進出とともに、周辺の企業活動を支援してい
ます。

沿線地域に企業立地が進展
■沿線自治体の累計立地企業数（2001年-2022年）

仙台市街地への近距離配送に加え、東北全域への
中・⾧距離配送の効率化を支援
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■利府しらかし台IC付近の
大型物流施設概要

敷地面積:12,493坪
延床面積:14,929坪
階 層:2層
竣 工:2022年(令和4年)2月

敷地面積:4,886坪
延床面積:6,336坪
階 層:2層
竣 工:2024年(令和6年)3月予定
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航空写真:「Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved」

出典:大和ハウス工業株式会社HP

2022年竣工

2024年竣工予定

※1 開発予定を含む
※2 沿線立地企業の抽出条件:2010年以降に沿線自治体（富谷市、利府町、大和町、大衡村、大郷町、仙台市）に1,000m2以上の用地を

取得して立地した製造業企業

出典:NEXCO東日本調べ、みやぎ企業立地ガイド（2022-2023）

※沿線立地企業の抽出条件:
2001年以降に沿線自治体（富谷市、利府町、大和町、大衡村、大郷町、仙台市宮城野区、仙台市泉区）に
1,000m2以上の用地を取得して立地した製造業企業

東
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動
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道

仙台南部道路

DPL仙台泉
（2023年11月竣工予定）

プロロジスパーク仙台泉3
（開発計画中）

DPL仙台利府Ⅱ
（2024年竣工予定）

2

沿線に企業立地が進展

• 仙台北部道路が一部を担うぐるっ都・仙台は、都市圏
環状道路として首都圏の環状道路と同じような機能
を担い、東北自動車道や沿岸部など多方面へのアク
セスが可能。沿線の大型物流施設は、利府しらかし台
IC近接であることが開発の決め手で、交通利便性の
高さから予想以上のニーズがあり、隣接地に2施設目
を整備した。

• 仙台北部道路があることで、東北自動車道沿線から
沿岸部へのアクセス性が向上。時間が読めることは物
流の品質確保につながる。また、三陸方面にもアクセス
性が高いため、誘致企業の拡大や今後の候補地の拡
大が期待される。
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２
仙台北部道路の
整備効果

産業を支援する
仙台北部道路

産業を支援する
仙台北部道路

 仙台北部道路の通る湾岸部には、東北地方で貨物量シェア１位を占める仙台塩釜港・仙台空
港が立地し、東北地方各地の産業の玄関口となっています。

 仙台北部道路は、東北地方各地から湾岸部への所要時間短縮や時間信頼性の向上により、地
域産業の活性化を支援しています。

地域産業の活性化を支援

▼仙台塩釜港（仙台港区）の品種別取扱貨物量の推移

増加傾向

出典:2022年宮城県貿易概況

▼仙台空港の国際取扱貨物量推移

▼仙台北部道路近隣の主な港湾・空港

自動車メーカーで決められた納品時間に合わせ
て輸送するため、仙台北部道路を利用していま
す。ドライバーの労働時間の制約等も鑑みて、
定時性があり、輸送時間が短縮できる選択肢
として高速道路の利用が欠かせません。

自動車部品輸送企業の声

出典:2023年企業ヒアリング調査

完成自動車

原油

石油製品
重油

紙・パルプ

※石油製品:「揮発油」「その他石油」の合計

※

出典:宮城の港湾統計（2021年）

出典:2021年 港湾統計（年報）
（国土交通省）

出典:2021年空港管理状況調書
(国土交通省)

▼東北地方における
仙台塩釜港の貨物量シェア

▼東北地方における
仙台空港の貨物量シェア

■半導体製品の出荷ルート

2024年問題で、東北の製品等を成田空港まで陸送せず、
仙台発の国際貨物として輸送するニーズが高まっています。
仙台空港では、2023年7月下旬に仙台ー台北線を利用し
た航空貨物の定期輸出が再開しており、宮城・岩手を
中心に半導体製造装置関連の部品工場からの利用を
見込んでいます。 出典:2023年企業ヒアリング調査

国際貨物フォワーダー企業の声

出典:「東北の半導体・
エレクトロニクスの未来をデザインする

（東北経済産業局）」から作成

出典:2022年経済構造実態調査
製造業事業所調査（地域別統計表データ）

貨物取扱量
（移出）

1153万ｔ
完成自動車
が多い

（自航を除く）

▼仙台塩釜港（仙台港区）における移出貨物の品種別構成

完成自動車の
取扱が最も多い

0%

25%

50%

75%

100%

10 20 30 40 50 60 70
所要時間(分)

所要時間
約20分短縮

平均所要時間約27分
（所要時間のばらつき26～28分）

平均所要時間約47分
（所要時間のばらつき 42～52分）

東
北
自
動
車
道

仙台南部道路

仙台塩釜港
（仙台港区）

仙台空港

富谷IC

利府
しらかし台IC

利府JCT

富谷JCT

仙台北部道路
（利府JCT ～富谷IC）

延⾧13.5km

東
北
自
動
車
道

仙台南部道路

出典:宮城県の自動車産業、2023年企業ヒアリング調査

出典:ETC2.0プローブデータ（2022年1月～10月、12月 平日昼間12時間）

※時間信頼性（所要時間のばらつき）は所要時間の上位10％値と下位10％値の時間差
により評価。（事故等が発生し、移動に極端に時間がかかってしまった場合などを除外する
考え方）

※平均所要時間はすべてのサンプルデータにて算出。

完成自動車は、大衡村の
自動車製造工場から高速
道路を利用して仙台塩釜
港へ輸送され、船舶で全国
に出荷されている。

県内自動車産業の輸送実態

名古屋部品メーカより
鉄道輸送

仙台貨物ターミナル

仙台北部道路利用
一般道利用

出典:宮城の港湾統計
（2021年）

出典:宮城県の自動車産業

3

東北地域は
全国シェア約２割

デバイスメーカー
装置・材料メーカー

白石市
仙台空港

仙台市

北上市

奥州市

▼東北自動車道沿線の
主な半導体企業の立地状況

▼東北地域の半導体関連産業
製造品出荷額全国シェア

※半導体関連産業:
電子部品・デバイス・電子回路製造業、
半導体製造装置業

仙台塩釜港

富谷IC

利府
しらかし台IC

利府JCT

富谷JCT

半導体
電子部品
岩手方面

仙台空港方面

■完成自動車の出荷・部品供給ルート
■所要時間と時間信頼性の変化
（自動車工場（大衡村）～仙台塩釜港間）



観光を支援する
仙台北部道路

観光を支援する
仙台北部道路

 仙台北部道路の周辺地域には、人気の高い観光地（松島・石巻エリア等）や大型商業施設、
総合運動公園など、県内の主要観光地が多数立地しており、周辺地域の観光入込客数※1は
年間約760万人に上ります。

 仙台北部道路は、各地からのアクセス性、主要観光地への所要時間短縮により、集客の拡大や
滞在時間の増加による観光振興を支援しています。

 また、グランディ・21の大規模イベント開催時や、宮城スタジアムのTOKYO2020サッカー競技開
催時の施設への輸送経路として利用され、国内外の大規模イベントの開催を支援しています。

２
仙台北部道路の
整備効果

TOKYO2020サッカー競技の関係者・観客輸送を支援
■宮城会場の関係者・観客輸送ルート

大規模イベントの開催を支援
■グランディ・21における

大規模イベント開催時の道路利用状況

利府JCT

利府しらかし台IC 利府ゴルフ倶楽部

グランディ・21

女子プロゴルフ
国際大会開催

アイスショー開催
大会開催時は

グランディ~会場間で
パークアンドライドを

実施

アイスショー
ゴルフ観戦

■泉パークタウン～石巻市中心部の所要時間

石ノ森萬画館:約8万人（2021年） イオンモール新利府
:約1,200万人（2022年）

グランディ・21
:約56万人（2021年）

出典:2023年企業ヒアリング調査出典:観光統計概要（2021年） 出典:観光統計概要（2021年）

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

東
北
自
動
車
道

利府
しらかし台IC

松島海岸

マリンゲート塩釜

道の駅「おおさと」

東北歴史博物館

県民の森・
青少年の森加瀬沼公園

八木山動物公園等

仙台城址・瑞鳳殿・
仙台市博物館等

楽天モバイル
パーク宮城

ユアテックスタジアム仙台

七ツ森

鹽竈神社・
志波彦神社

多賀城跡・陸奥総社宮等

おおひら万葉パークゴルフ場

夢実の国

体験学習 他

七ヶ浜国際村

宮城県総合運動公園
（グランディ・21）

仙台北部道路
（利府JCT ～富谷IC）

延⾧13.5km

海水浴
ゆぷと 他

※2:観光客数5万人以上の主要観光地をプロット

観光地へのアクセス性が向上し、交流人口の拡大を支援

出典:宮城県観光統計概要（2021年）

観光入込客数

50万人～

10万人～

5万人～

■仙台北部道路周辺の主要観光地※2

石ノ森萬画館

90.2

95.4

0.0

50.0

100.0

H22 R1

（万人）
全線開通後
約５万人増加

※ふたごの湯・ひたかみの合算

2010 2019 道の駅「上品の郷」
（ひたかみ）等

道の駅「上品の郷」
（ふたごの湯）

道の駅「上品の郷」 入込客数推移

泉パーク
タウン

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

東
北
自
動
車
道

利府
しらかし台

IC

仙台北部道路
（利府JCT ～富谷IC）

延⾧13.5km 石巻市中心部

出典:ETC2.0プローブデータ
（2022年1月～10月、12月 休日昼間12時間）

仙台市青葉区から石巻方面に行く時、多少
戻る形になるが仙台北部道路が出来る前
は一般道だったので早くなった。目的地では
ゆっくり買い物をしたり、周辺で観光をして、
年々復興していく様を妻と見るのを楽しん
でいる。 出典:2023年聞き取り調査

道路利用者の声

■泉パークタウン～石巻市中心部の所要時間

54分

97分

0

50

100

150

仙台北部道路利用一般道利用

（分）

■利府しらかし台IC出入交通量

3547

2784

0

2000

4000

イベント時平時

1.3倍に
増加

（台/昼間12h）

43分短縮

出典:NEXCO資料 イベント時:2023年7月8日(土)、9日(日)平均
平 時:2023年7月3日(月)～7日(金)平均

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

仙台北部道路
(利府JCT ～富谷IC)
高規格道路(NEXCO東日本)
高規格道路(宮城県道路公社)
一般国道
主要地方道
一般県道

利府
しらかし台IC

泉中央駅
利府駅

荒井駅

仙台駅

青葉区

泉区

石巻
方面

関係者輸送ルート

観客シャトルバスのルート

一般交通（平常時）

一般交通（迂回）

迂回エリア 宮城スタジアム

関係者・観客輸送に
仙台北部道路を利用

出典:国土交通省資料、宮城県輸送連絡調整会議資料、東京2020大会宮城県開催記録誌
4

仙台北部道路の周辺には
年間入込客数10万人以上の
観光地が10箇所以上立地

※1:仙台北部道路周辺の主要観光地（下図）に示す観光地の入込客数の合計

2021年7月21日～31日
（計6日間）開催

延べ約19,300人が来場とみやど
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一般道 仙台港北IC～富谷IC富谷IC～仙台港北IC

仙台塩釜港

石油製品

岩手方面へ

富谷IC

利府
しらかし台IC

利府JCT

富谷JCT

原油

生活を支援する
仙台北部道路

生活を支援する
仙台北部道路

 仙台北部道路は、全線開通により富谷ICから仙台港北IC間において所要時間が80分短縮、
事故の起こりやすさが並行する国道４号の約3％程度と渋滞・事故リスクの回避により、内陸部
と湾岸部の通勤・通学の利便性向上を支援しています。

 また、内陸部と湾岸部の時間信頼性や走行安定性の向上により、食料品や石油製品、乳酸菌
飲料、紙原料の輸送など、東北の日常生活を支える製品の安定供給を支援しています。

２
仙台北部道路の
整備効果

日用品や清涼飲料の安定供給を支援
■清涼飲料の輸送支援

東日本大震災時に工場が稼働停止し、顧客
を損失した経験から、客先への原料調達を果
たす観点や、2024年問題のドライバー労働
時間管理の観点から、定時出発・定時到着に
よる安定物流が必須。時間を読んで確実に
客先へ搬送することが必要で、高速道路の利
用は欠かせません。

出典:2023年企業ヒアリング調査

製紙企業の声

製品の輸送では、振動も品質に影響するため、
信号がなく安定して走行できる高速道路の利用
が必須となる。2024年問題もあり、ドライバーの
労働時間管理の観点からも、輸送時間が読める
ことは重要。仙台北部道路があることで、日々の
食品の安定輸送や円滑な運行管理が可能とな
り、大変助かっている。

出典:2023年企業ヒアリング調査

清涼飲料輸送企業の声

客先への納品時間は、周辺で待機をさせないよう事前予
約受付の順番に予約時間の前後30分と決められており、
時間通りに配送することが必要。確実に時間の読める仙
台北部道路を使うことで、客先納品時間に合わせた輸送
ができる。加えて、ドライバーの労働時間超過が抑えられ、
働き方改革の観点からも高速道路利用は必至。

食品配送企業の声

出典:2023年企業ヒアリング調査

■紙原料の輸送支援

石油製品を各地へ輸送する際には、定時
性や安全性を考慮し高速道路利用が指示
されている。岩手方面への輸送では仙台北
部道路を利しており、仙台北部道路がある
ことで、石油製品の安全かつ安定した供給
が可能となっている

出典:2023年企業ヒアリング調査

石油製品輸送企業の声

仙台市

乳酸菌飲料
製造企業

乳酸菌飲料
販売企業

岩手

製品輸送

仙台市内や
泉・利府方面などの
販売拠点へ

印刷会社

製紙企業

岩手・秋田方面

製品輸送

名取市

大和町

仙台市

大和町

石巻市

製紙企業物流倉庫
関東方面

通勤の利便性が向上
■富谷IC～仙台港北IC間の渋滞・事故リスクの回避

出典:全国道路・街路交通情勢調査（1999年、2021年） 出典:NEXCO東日本調べ、イタルダデータ（2018年～2021年）

原油
41%

LNG
11%

LPG
9%

石油製品, 9%

電気機械, 3% とうもろこし, 2%

鋼材, 2%

その他, 24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

輸入

※石油製品:「揮発油」「その他石油」の合計

※

工業製品の安定供給を支援

出典:物流センサス
（2010年、2021年）

▼仙台塩釜港の輸入取扱量の品目別割合

出典:宮城の港湾統計（2021年）

化学工業品:
窯業品(セメント、生コン等)、
石油製品、石炭製品、化学
薬品、樹脂 など

紙原料を
毎日輸送

清涼飲料を
週6日輸送

食料品の安定輸送を支援
■冷凍食品の輸送支援

富谷IC

利府
しらかし台IC

利府JCT

富谷市

仙台市

利府町

大和町

大郷町

塩竈市

多賀城市

食品卸売業者

食品配送企業

富谷JCT

納品先食品卸売業者の立地状況

朝積み・午前中時間指定で
冷凍食品を輸送

▼宮城⇒岩手間の化学工業品輸送における
代表交通機関の割合

63%

58%

37%

42%

0% 50% 100%

整備前(2010年)

全線整備後(2021年)

鉄道 トラック

トラックによる
輸送が増加

（件/億台キロ）

一般道の
約3％

※整備前:1999年、整備後:2021年の 混雑時（7時～9時、17時～19時）所要時間

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

利府
しらかし台IC

仙台
港北IC

一般道の混雑区間を避けて
スムーズにアクセス可能

計測起点

計測終点
通勤時間が読めて、
一般道のように渋滞
にはまる事もなく移動
できるので開通してい
て良かったと思います。
出典:2023年聞き取り調査

道路利用者の声
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整備前
一般道
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40分短縮
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所要時間・死傷事故率算出ルート
仙台北部道路利用
一般道利用
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［所要時間］ ［死傷事故率］

■工業製品の輸送支援
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救急医療活動を支援

富谷IC

富谷JCT

利府
しらかし台IC

利府JCT

仙台北部道路
（利府JCT ～富谷IC）

延⾧13.5km

東北大学病院

仙台市立病院

仙台医療センター

救急医療を支援する
仙台北部道路

救急医療を支援する
仙台北部道路

▼仙台・塩釜地域の三次救急医療施設立地状況

■仙台市内三次救急医療施設の30分カバー圏域・人口

出典:ETC2.0プローブデータ（2022年1月～10月、12月 平日昼間12時間）、2020年国勢調査

富谷市や大衡村、
大和町が30分圏域内に (千人)

仙台北部道路を利用することで、仙台市内の三次医療施設に迅速・安全に救急搬送することができ、
搬送時間の短縮につながる。また、医師に早く患者を引き継ぐことができ、早期治療が見込める。

出典:2023年企業ヒアリング調査

２
仙台北部道路の
整備効果

1,364 1,364 

35 

1,300

1,350

1,400

1,450

未整備 現在

三次救急医療施設まで
30分以内での搬送可能人口が

約3万5千人増加

沿線地域消防本部の声

大和町内

大和町内から仙台市立病院への
救急搬送で仙台北部道路を利用

三次救急医療施設は
仙台市中心部に立地

※診療科目によって搬送先は異なり、小児科の搬送では仙台市立病院が多い

三次救急医療施設まで
30分以内での搬送可能人口が

約3万5千人増加

1,399

大和町から仙台市立病院
への搬送ルート

仙台北部道路
(利府JCT ～富谷IC)
高規格道路(NEXCO東日本)
高規格道路(宮城県道路公社)
一般国道
主要地方道
一般県道

《道路凡例》
仙台北部道路
その他高速道路
一般国道

《カバー圏域》
仙台北部道路未整備
現在

２
仙台北部道路の
整備効果

環境負荷低減を支援する
仙台北部道路

環境負荷低減を支援する
仙台北部道路

 仙台北部道路を含む仙台都市圏高速環状ネ
ットワーク（ぐるっ都・仙台）は、仙台駅周辺地
域などの都市部を囲む自動車専用道路です。

 仙台北部道路は、一般道の走行性向上等に
より仙台都市圏内の大気汚染物質の排出量
が削減され、仙台都市圏全体の環境負荷低
減を支援しています。

■CO2排出量
仙台北部道路の整備により環境負荷が低減

■NOX排出量 ■SPM排出量

▼CO2、NOX、SPM排出量計測エリア

※計測対象路線:仙台都市圏のセンサス対象道路
（県道以上、境界の高規格道路は含まない）

※センサス区間別混雑時旅行速度、交通量を用いて算出

出典:全国道路・街路交通情勢調査（1999年、2021年）、
客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法（案）（国土交通省）、
国土技術政策総合研究所資料第671号「道路環境影響評価等に用いる自動車
排出係数の算定根拠（2010年度版）」

（t-CO2/年） （t-NO2/年） （t-SPM/年）

東京ディズニーリゾート
（テーマパークエリア）

約82個分の
広さに相当

8,174ha
の森林が1年間に吸収する

CO2に匹敵

※3

大型車に換算すると

約200万台に相当

500mlペットボトルに換算すると

約16万本に相当

開通前 全線開通後

※4・5 ※6

開通前 全線開通後

富谷市

仙台市

利府町

大和町

大郷町

塩竈市

多賀城市 七ヶ浜町

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

東
北
自
動
車
道

利府
しらかし台IC

仙台南部道路

計測対象エリア
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CO2排出削減量※1※2

71,935t/年
NOX排出削減量※1※2

218t/年
SPM排出削減量※1※2

16t/年

開通前 全線開通後

 仙台・塩釜地域の三次救急医療施設は、仙台市中心部に立地しています。
 仙台北部道路は、救急車両が重篤な患者をより早く安定して搬送することにより、迅速な救
急医療活動を支援しています。

算出条件:仙台都市圏のセンサス対象道路（県道以上、境界の高規格道路は含まない）を
走行する車両の各排出量を整備前後で比較

※1:開通前後の交通量と旅行速度は、1999年と2021年の全国道路・街路交通情勢調査
の24時間交通量と混雑時旅行速度を使用。

※2:CO2・NOX・SPM排出量の原単位は『国土技術政策総合研究所資料第671号 道路
環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（2010年度版）』より引用。

※3:林野庁HPより引用し算出。（36～40年生のスギ人工林1haが1年間に吸収する二酸
化炭素の量は約8.8トンと推定される。）

※4:NOX排出削減量を、大型車1台が40km/hで平均走行距離を走行した場合に排出す
るNOX量に換算。

※5:平均走行距離（営業用貨物車）:約45km/台（2021年全国道路・街路交通情
勢調査）

※6:SPM削減量を500mlペットボトル1本分のSPM量（約100g-SPM/本）に換算



富谷市

仙台市

利府町

大和町
大郷町

塩竈市

多賀城市 七ヶ浜町

仙台北部道路
（利府JCT ～富谷IC）

延⾧13.5km

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

利府
しらかし台IC

仙台南部道路

泉IC

泉PASIC

仙台宮城IC

仙台南IC

菅生SIC

村田JCT

村田IC

山田IC ⾧町IC

今泉IC

若林JCT

仙台東IC

仙台港IC

仙台港北IC

多賀城IC

大和IC

東北縦貫自動車道
仙台南IC～富谷JCT間で

通行止め発生

■東北自動車道（仙台南IC～富谷JCT間）通行止め時における周辺道路の交通量の変化
東北自動車道の迂回路として防災を支援

２
仙台北部道路の
整備効果

 東北自動車道の仙台南IC～富谷JCT間では、自然災害や事故等による通行止めが発生
することがあります。

 仙台北部道路は、高速環状ネットワークとして東北自動車道の代替機能を発揮することによ
り、防災のリダンダンシーを支援しています。

仙台北部道路が
迂回路として機能

東北自動車道下り 仙台宮城IC→泉IC
2021年7月21日
午前0時20分～午前3時20分
3時間の通行止め

災害時の救援活動や避難物資運搬等について、経路の選択が可能になることは、企業がBCP計画を策定す
る上でポイントとなり、立地先として沿線自治体を選ぶ上でも寄与していると考えられる。

出典:2023年自治体ヒアリング調査

沿線自治体の声
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※通常時との台数増減を記載
通常時 :2021年7月14日（水）0時台～3時台
通行止め時 :2021年7月21日（水）0時台～3時台

【利府しらかし台～富谷JCT 下り】

【仙台東～仙台港 下り】

【⾧町～山田 上り】

交通量（台/h）
通常時
東北自動車道通行止め時

東北自動車道
通行止め時に転換

+686台

東北自動車道
通行止め時に転換

+686台

東北自動車道
通行止め時に転換

+807台

防災を支援する
仙台北部道路

防災を支援する
仙台北部道路

大地震発生時の命の道として防災を支援
■東日本大震災発生時の塩竈市・石巻市方面への緊急車両の通行支援

■大規模災害発生時の物資・支援部隊の拠点へのアクセス支援

富谷市

仙台市

利府町

大和町
大郷町

塩竈市

多賀城市 七ヶ浜町

富谷IC

利府JCT

富谷JCT
利府

しらかし台IC

仙台南部道路

泉IC

泉PASIC

仙台宮城IC

仙台南IC

菅生SIC

山田IC

⾧町IC

今泉IC

若林JCT

仙台東IC

仙台港IC

仙台港北IC

多賀城IC

大和IC

仙台圏域防災拠点
（グランディ・21）

他県・他圏域からの
物資・支援部隊

仙台圏域・隣接圏域
への支援

圏域防災拠点:
市町村の地域防災拠点が被災等で

利用できない場合に、消防や警察、自
衛隊の活動拠点及び物資の集配拠点
として、広域防災拠点と連携し圏域内
の市町村が行う防災活動を支援する拠
点。状況に応じて他の圏域の市町村が
行う防災活動を支援。

（出典:宮城県HP）

富谷市

仙台市

利府町

大和町
大郷町

塩竈市

多賀城市 七ヶ浜町

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

利府
しらかし台IC

仙台南部道路

泉IC

泉PASIC

仙台宮城IC

仙台南IC

菅生SIC

村田JCT

村田IC

山田IC ⾧町IC

今泉IC

若林JCT

仙台東IC

仙台港IC

仙台港北IC

多賀城IC

大和IC

仙台東部道路は橋梁を
中心に被害が多発

山形方面から

仙台若林JCT～利府JCT
通行止め

（下り）3/11～3/24
（上り）3/11～3/30

関東以西・新潟方面から

石巻・女川方面へ

仙台東部道路の被害状況（橋梁部）

自衛隊の災害派遣車両の通行
（東北道 仙台宮城IC～泉IC間）

各地から参集した自衛隊や各地から参集した自衛隊や
消防関係車両が被災地へ
のルートとして走行
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沿線まちづくりを支援する
仙台北部道路

沿線まちづくりを支援する
仙台北部道路

 仙台北部道路の沿線では、宮城県全体が人口減少する中で5％以上の人口増加を維持し
ており、地価や地方税収も県平均を上回る増加率となっています。

 仙台北部道路は、東北自動車道・三陸沿岸道路から各地へのアクセス性、経路選択の確保
により、富谷市や利府町での新たな宅地開発を支援しています。

 さらに、全線開通前後で仙台都市圏の渋滞損失時間が約3割減少しており、安心・快適なま
ちづくりの進展に貢献しています。

仙台都市圏のまちづくりへの貢献

出典:全国道路・街路交通情勢調査（1999年、2021年）

（
万

人
・時

間
/日

）

開通前 全線開通後

■仙台都市圏における渋滞損失時間の変化

仙台港周辺から仙台北部中核団地等への
物流交通が仙台北部道路を利用すること
で、 一般道側の渋滞緩和につながり、安心・
快適なまちづくりの検討にも寄与している。

宅地開発の立地は、公共交通利便性が良く住宅需要が見込まれる場所を選定することが重要です。
富谷市成田二期東地区は、仙台北部道路の沿線で交通利便性が高く、自動車通勤にも最適な交通
環境で、東北自動車道や三陸沿岸道路方面へのアクセス性の向上や、東北自動車道から常磐自動
車道への経路選択が可能なことも強みになっています。

宅地開発企業の声

富谷市富谷市

利府町利府町

２
仙台北部道路の
整備効果

沿線自治体の声

出典:2023年企業ヒアリング調査

• 市内の大規模住宅団地は、仙台北部道路の整備後に充足率が伸び、現在は概ね100％を超過
している状況です。仙台北部道路の整備により交通利便性や地域の魅力が向上し、富谷市が目指
す「住みたくなるまち日本一」の形成に寄与しています。

• 仙台北部道路の整備によりアクセス性が向上し、交通利便性で高評価を得ており、宅地を造成する
とすぐに埋まる状況で、地域活性化にもつながっています。

沿線自治体の声

出典:2023年企業ヒアリング調査

▼宮城県内市町村別人口増減率（2020/2010）

仙台北部道路沿線で
人口増加率が高い

出典:国勢調査（2010、2020）

沿線自治体のまちづくりへの貢献

ひより台

杜乃橋

あけの平

大清水

成田
上桜木

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

利府
しらかし台IC

■沿線自治体の主な宅地開発状況

成田二期
東地区

利府町
金沢地区

出典:富谷市統計書（2012年版、2021年版）、2023年ヒアリング調査結果、
仙台市HP、利府町HP

▼渋滞損失時間計測エリア

※センサス区間別混雑時旅行速度および規制速度、交通量を用いて算出

※計測対象路線:仙台都市圏のセンサス対象道路（県道以上、
境界の高規格道路は含まない）
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仙台市 富谷市 利府町 宮城県

出典:住民基本台帳人口（各年3月末）

▼仙台北部道路沿線人口の推移（2010年比）

県全体で減少傾向のなか
沿線市町は増加

新たな宅地開発

沿線宅地開発の
分譲が進展

全線整備後にかけ
約３割減少

出典:地理院地図を加工して作成

【1986年】

富谷JCT

利府
しらかし台IC

【2016年】
富谷市の宅地開発状況

※1 全線開通前:2012年、全線開通後:2021年
※2 計画戸数に対する現況の住宅戸数の比率

全線開通後※1に充足率※2100％を超過

■沿線における宅地開発の進展状況

1993年 仙台北部道路事業化
1997年 工事着手
2013年 全線開通

富谷市

仙台市

利府町

大和町

大郷町

塩竈市

多賀城市 七ヶ浜町

富谷IC

利府JCT

富谷JCT

東
北
自
動
車
道

利府
しらかし台IC

仙台南部道路

全線開通渋滞損失時間
計測対象エリア

8

▼仙台北部道路沿線の地価（全用途）の推移（2010年比）
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沿線市町は
全線開通以降に上昇傾向

出典:都道府県地価調査
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▼沿線市町村の地方税収入の推移（2010年比）

出典:各年市町村別決算状況調

仙台・富谷は県平均
を上回る増加率

明石台
東地区

出典:2023年企業ヒアリング調査

仙台市仙台市

写真提供:宮城県観光プロモーション推進室
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仙台北部道路沿線地域（富谷市・利府町・大和町）

仙台市

宮城県全体

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

２
仙台北部道路の
整備効果

地域経済の発展を支援する
仙台北部道路

地域経済の発展を支援する
仙台北部道路

仙台北部道路の経済波及効果※は
開通から20年間で 約6,800億円 にのぼる

■仙台北部道路の累積効果（2002～2022年）

※経済波及効果について
道路整備による地域間の時間短縮効果がもたらす企業活動の生産性向上、設備投資等の経済活動の関係をモデル化した地域計

量経済モデルを用い、仙台北部道路の整備あり・なしによる地域間の時間短縮効果から、仙台北部道路が存在することによって想定さ
れる過去20年間（部分開通時の2002年から全線開通を経て直近の2022年まで）の経済波及効果を算出。

～ 仙台北部道路沿線地域（富谷市・利府町・大和町）の総生産額が大幅に増加 ～
 仙台北部道路沿線地域（富谷市・利府町・大和町）の総生産額は、仙台北部道路が部分開通した

2002年度以降、近接する仙台市及び宮城県全体を上回る伸び率を記録、2010年度以降の相次ぐ企
業進出等の影響で右肩上がりに上昇し、宮城県の経済を支えている。

仙台北部道路部分開通
（利府JCT-利府しらかし台IC）

仙台北部道路部分開通
（利府しらかし台IC-富谷JCT）

仙台北部道路全線開通

開通から20年間の累計
6,800億円

9

出典:宮城県市町村民経済計算 ⾧期時系列データをもとに作成

▼仙台北部道路沿線地域の市町村内総生産伸び率推移（2001年比）

2002年５月
仙台北部道路部分開通
（利府JCT-利府しらかし台IC）

2010年３月
仙台北部道路部分開通
（利府しらかし台IC-富谷JCT）

2013年12月
仙台北部道路全線開通
（富谷JCT～富谷IC）

2020年度はコロナ禍
の影響で減少

仙台北部道路沿線で
効果を実感
仙台北部道路沿線で
効果を実感

若生 裕俊 氏
富谷ICが2013年12月に供用され、仙台北部道

路が全線開通となって10年が経過しました。仙台都
市圏高速環状ネットワーク（ぐるっ都・仙台）の北側
の東西区間を形成している仙台北部道路が、企業の
進出や人口の増加など、富谷市の発展の一翼を担っ
ていただいていること、大変感謝しております。

富谷IC付近の高屋敷工業団地では、大規模会
員制倉庫店や、ファインセラミックス製品の工場等が立
地し、隣接する高屋敷西地区においても、新たな工
業団地の造成が進んでおり、今後更なる企業立地が
予定されております。

当市に近接する仙台北部中核工業団地や大和リ
サーチパークといった大規模工業団地においても、物
流や通勤の面で仙台北部道路は欠かせないものと
なっております。

また、富谷IC周辺の住宅地では行動範囲が広域
化し、通勤や買物の利便性が向上することで、人口の
増加にもつながっております。

今後は、仙台北部道路の４車線化の整備促進や
富谷JCTのフルジャンクション化の早期事業化など、更
なる高速道路ネットワークの機能強化及び充実を図っ
ていただき、当市が目指す「住みたくなるまち日本一」
の実現に貢献していただけることを期待しております。

利府町⾧

仙台北部道路の全線開通10周年、誠におめでとう
ございます。2010年に本町の利府しらかし台ICの利用
開始、そして2013年には仙台北部道路の全線開通
に伴い、大きな整備効果があったと実感しているところで
す。顧みますと、2001年の新世紀・みやぎ国体、
2002年FIFA日韓ワールドカップの会場である宮城スタ
ジアムへのアクセス道路として利府JCT－利府しらかし
台IC間の5.2㎞が先行開通されたのち、富谷ICまでの
開通となる約10年の歳月は、仙台都市圏域にとって
非常に⾧く感じられました。

未曾有の大災害である東日本大震災に見舞われま
したが、宮城県総合運動公園が自衛隊や消防、警察
の活動拠点及び集配拠点となったことから、仙台北部
道路が命の道として大きな役割を担い、その後の復旧・
復興の下支えになったものと実感しております。

また、観光・産業面においても、仙台北部道路は大
型商業施設や宮城県総合運動公園など県内主要観
光地への接続拠点となっており、各種コンサートや東京
オリンピックサッカー競技大会など国内外の大規模イベ
ントが開催され、多くの人が利府町を訪れたほか、新規
の工業団地が整備されるなど産業、観光、生活基盤と
あらゆる面で地域活性化の一助となっております。

仙台北部道路は仙台都市圏域には欠かせない重
要な道路であることから、現在進められている４車線化
工事について、さらなる利便性の向上が図られ、地域
活性化への貢献に寄与していくことを期待しております。

熊谷 大 氏

富谷市⾧



三陸沿岸道路
（仙塩道路）

（4車線開通〔2016.3〕区間）

松島海岸IC

利府中IC

利府塩釜IC

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

4車線開通前は、上り方向で
朝・夕ピーク時に混雑が発生

３
仙台北部道路の

これから

仙台北部道路の
未来に向けた取組み

仙台北部道路の
未来に向けた取組み

 仙台北部道路は、全線が暫定２車線で開通しており、利府しらかし台IC～富谷JCTで4
車線化工事を進めています。

 ４車線化の開通により、暫定２車線の抱える課題の改善とともに、連続する三陸沿岸道路
（仙塩道路）の４車線化開通と合わせて、富谷～仙台港方面の更なる利便性の向上が
期待されます。

 また、東北自動車道をはじめ管理する高速道路の約4割が供用から30年を超過し、老朽化
や劣化が顕著のため、高速道路リニューアルプロジェクトの推進を支援します。

出典:NEXCO東日本調べ

高速道路リニューアルプロジェクト（大規模更新・修繕事業）

片側1車線のため、仙台北部道路で災害が発生すると
通行に支障がでます。重大事故発生時、現場に到着で
きないことがあります。

沿線地域消防本部の声

出典:「暫定二車線区間の現状と課題」国土交通省（https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/front_accident/pdf01/04.pdf)

配送先の時間が決められており、事故が
起きると通行止めや迂回などのリスクが
大きいため車線を増やしてほしい。

道路利用者の声

出典:2023年聞き取り調査出典:2023年関係機関ヒアリング調査

仙台北部道路の４車線化により期待される効果
低速車両による全体的な速度低下が改善 重大事故となる傾向が改善

災害復旧工事時における
通行止めや片側交互通行が改善

死傷事故率が改善

仙台北部道路（利府しらかし台～富谷JCT）

常磐道（いわき四倉～広野）

道央道（下り）八雲IC～国縫ICの事故状況（2016.10.5）
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《大規模修繕》
高速道路の古い構造物
を最新の技術で補修・
補強することにより、建設
当初 と同 等 またはそれ
以上の性能・機能を回復
するとともに、⾧寿命化を
図ります。

《大規模更新》
高速道路の古い構造物
を最新の技術で再施工
することにより、現在の新
しい構造物と同等または
それ以上の性能を確保
し、機能維持と性能強化
を図ります。

利府しらかし台IC

富谷JCT

富谷IC

利府JCT

38.9

92.9
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4車線開通前 4車線開通後

（km/h）
〔利府JCT⇒仙台港北IC（夕方ピーク）〕

【4車線化により期待される効果】
○走行性・時間信頼性の向上
○安全性の向上
○道路ﾈｯﾄﾜｰｸの代替性の確保 他

仙台北部道路の４車線化

三陸沿岸道路（仙塩道路）の4車線化 整備効果事例

出典:社会資本整備審議会道路分科会 第49回国土幹線道路部会資料（2021年3月10日）を加工して作成

54km/h
向上

事業化箇所

付加車線(設置済)

付加車線(事業中)

主な速度低下箇所

主な渋滞箇所

橋梁
トンネル

富谷IC 富谷JCT 利府しらかし台IC 利府JCT

４車線化箇所
L=約5.8km

優先整備区間 仙台北部道路
利府JCT～富谷IC

（L=14km、うち対面通行区間12km）

下り線
（富谷方面）

上り線
（利府方面）

4車線化後

出典:仙塩道路4車線化ストック効果記者発表資料（2017年4月12日）を加工して作成

■4車線開通前後の平均速度の変化

10
※民間プローブデータ
（開通前:2015.4～9平日17～19時、開通後:2016.4～9平日17～19時）

出典:NEXCO東日本調べ
（暫定2車線:2012年～2015年、4車線:2019年～2022年）

三陸沿岸道路（仙塩道路（仙台港北～利府中））

富谷IC

富谷JCT

利府
しらかし台IC

利府JCT

泉IC

泉PASIC

仙台宮城IC

仙台南IC
山田IC

仙台若林JCT

⾧町IC

今泉IC

仙台東IC

仙台港IC

仙台港北IC

利府塩釜IC

利府中IC

松島海岸IC

名取IC

名取中央SIC
菅生SIC

大和IC

多賀城IC

松島大郷IC

松島北IC

東北自動車道で
リニューアル工事を
実施する際は

迂回路として利用可能

通常
迂回

リニューアル
工事

下り線
（富谷方面）

上り線
（利府方面）

２車線時


